
臨時国会議論は深まらず
内閣が新しくなり臨時国会が開会しましたが、民主主義

の後退に歯止めがかかりません。日本学術会議の任命拒否
の撤回は菅総理の口からは述べられません。もちろん、森
友学園、加計学園、桜を見る会も「ゼロ回答」です。特に、
桜を見る会では検察庁の事情聴取も報じられています。ま
た、新型コロナウイルス対策では、GOTOキャンペーンの
一部見直しが遅ればせながら行われました。

一方、気候変動地球温暖化対策は前進が見られました。
菅総理の所信表明演説で「2050年温室効果ガスゼロ目標」
が示されたからです。立憲民主党も、「再生可能エネルギー
立国」を既に掲げています。その具体策を示してゆきます。

米国では政権交代、郵便投票を日本でも
米国大統領選挙では、共和党のトランプ大統領が敗れ、

民主党のバイデン大統領に交代することになります。こ
れまでの、「米国一国主義から国際協調路線」に転換が
図られます。また、パリ協定離脱を撤回し、気候変動地
球温暖化対策重視にかじを切ることになります。WHO
（世界保健機関）からの脱退も撤回となります。

今回の、米国大統領選挙の当選者の確定までに時間と
お金がかかる理由（投票の再集計など）は、民主主義の
基本が選挙にあり、その仕組みは各州ごとに定められ、

より丁寧に行うことを良しとするからです。

コロナ禍で三密を避けるために郵便投票の実施や大規
模スタジアムでの投票など、投票する権利が制約を受け
ないようにとの配慮は、日本も解散総選挙を控え、参考
にすべき点が多々あります。

ちなみに、日本でも障害を持っている方、又、在外投票
には現行でも郵便投票が認められています。その準用で郵
便投票の実施も検討するべきではないでしょうか。

ＲＣＥＰが署名
11月15日、東アジア地域包括的経済連携（RCEP）が1

5ケ国（日中韓豪NZアセアン10ケ国）のリモート会議で
署名が交わされました。民主党政権の2012年11月から協
議が始まり、署名に至ったことを歓迎します。最終的に離
脱をしたインドが早期に参加することを期待します。

たけまさ公一は、2009年9月から外務副大臣として、日
韓EPAのための政治レベルでの協議を含め、TPPやRCEP
の協議開始に向けた各国との交渉を行いました。外務副大
臣を交代しても、政権与党、野党の一員として自由貿易の
堅持振興の旗振り役を任じてきました。引き続き取り組み
ます。

大学生の授業料半額化法案提出
立憲民主党提出の「大学生の授業料半額化法案」の成立

を求めます。立憲民主党は、コロナ対策の第1次、第2次
補正予算案に他の野党と共に賛成をしています。ちなみに、
政府提出法案の80％に賛成していることもお伝えします。
反対のための反対はしません。

この第2次補正予算の予備費10兆円のうち7兆円がまだ
使われていません。政府は、次期通常国会に第3次補正予
算提出予定です。コロナ対策として立憲民主党やたけまさ
公一もかねてから求めてきたことだけに歓迎しますが、こ
の使われていない予備費7兆円の一部を活用して大学生の
授業料の半減を求めます。そして、大学に対する経営支援
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も。併せて、コロナ禍で教育格差が拡大をしないように
「教育・教育・教育」と選択肢を提案します。

進路指導の専門家を学校に派遣
3年前に衆議院の議席を失うまでに、たけまさ公一は3度、

国会に「ガイダンスカウンセラー法案（通称）」を提出し
てきました。ガイダンスカウンセラーとは、進路指導・就
職指導・職業教育の専門家のことを指します。欧米では、
いじめなどの心理カウンセラーよりも進路などのガイダン
スカウンセラーが一般的とされています。

「就職の七五三」とは聞いたことがあるでしょうか?中
学高校大学卒業後3年以内の離職率がそれぞれ7割5割3割
であることからそう呼ばれてきました。最近では、大学卒
業後の3年以内の離職率が4割になっています。

たけまさ公一は、3年以内の離職率が高いのは進路指導・
就職指導・職業教育に、学生と職業のミスマッチが生じて
いると考えました。そこで、ガイダンスカウンセラーとい
う専門家の養成や学校現場への派遣が必要と提案をしてい
ます。

埼玉県やさいたま市では、全国に先駆けてガイダンスカ
ウンセラーをスクールカウンセラーとして採用を始めてい
ます。また、今年10月の文科省による「スクールカウンセ

ラー等活用事業に関するQ＆A」にも「ガイダンスカウン
セラー」が例示されています。

国家資格として公認心理師も認められました。引き続き、
進路指導・就職指導・職業教育の充実を進めます。

臨時国会の会期延長を
コロナ感染者が急増しています。全国知事会からは、新

型インフルエンザ特措法の改正により、国の責任の明確化
と都道府県知事に権限財源の移譲を求めています。それぞ
れの地域の実情を一番熟知している知事に任せて、より効
果的でスピーディーな対応が可能になると考えます。

12月5日で臨時国会の会期を閉じず、会期延⾧して来年
1月8日召集の通常国会まで、年末年始も国会は開き続ける
べきではないでしょうか。第3波への備えとして。そして、
そのための国会運営の費用は国会議員の冬のボーナスを返
上して充てるべきではないでしょうか。

コロナ禍で大変厳しい経済・社会状況に置かれている国民
の皆さんが増えていることから、「国会を休むな」と。

■埼玉県第1区総支部イベント情報
第202回たけまさ公一と語る会
12月27日（日）14:00～15:00
浦和コミセン第14集会室
入場無料 マスク着用願います
たけまさ公一と語る会online
12月4日（金）12月18日（金）
21:00~21:30 ツイキャスにて配信!
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たけまさ 公一 1961年生まれ。うし年。B型。
妻と一女一男。木崎小・木崎中・
浦和高校・慶應義塾大法学部政
治学科卒業。松下政経塾出身。
1995年埼玉県議初当選。

2000年衆議院議員初当選、以
後6期務め外務・財務副大臣・
衆院憲法審査会会⾧代理を歴任。
2017年に議席を失うが国民主
権の理想を掲げ捲土重来を期す。

たけまさ公一塾第1回

三権分立とは・・・立法（国会）行政（政府）司法（裁判所）
の３つの組織がお互いにけん制し合うことで権力の独走暴走を
押さえる仕組みのこと。ただし、憲法には立法（国会）を最高機
関と位置付けていますが、実際は行政（政府）が情報やスタッ
フなどを独占し、格段に強い権限を有しています。

片柳地域懇談会
12月6日（日）14:00～15:00
片柳コミセン第1・2集会室
入場無料 マスク着用願います

岩槻地域懇談会
「野党の示す選択肢～岩槻から」
12月10日（木）18:00～19:10
岩槻駅東口コミセン
多目的ルームA・B
ゲスト 小川淳也衆議院議員
入場無料 マスク着用願います


